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上組第一土曜会の歩み
　上組第一土曜会は，1975年（昭和50年）
に地区内の後継者15名により，毎月第1
土曜日に地域の集会所に集まり，みんなで
何でも話せる会，また地域の活性化のため
に何か貢献しようを合い言葉に結成しまし
た。以来35年が経過しました。
　現在では，会員が10名となりましたが
先輩の活動を引き継いで微力ながら地域活
性化のために活動しています。
　主な活動内容は，地域内を流れる小田川
沿いの草刈り作業，神楽の奉納，夏祭り等，

《
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ズ
》

　

空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

①
井
関
定
住
団
地
、
販
売
区
画
○
○
区
画
を
予
定
。

　

②
美
し
い
森
林
づ
く
り
事
業
に
○
○
○
○
万
円
。

　

③
○
○
地
区
小
学
校
統
合
建
設
は
。

　

④
町
行
○
○
の
施
業
管
理
委
託
を
。

　

⑤
今
回
の
元
気
な
グ
ル
ー
プ
紹
介
、
○
○
第
一

　
　

土
曜
会
の
皆
さ
ん

《
ヒ
ン
ト
》

　

議
会
広
報
を
良
く
読
め
ば
解
り
ま
す
。

《
応
募
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法
》

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
か
な
）・
年
齢
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
へ
の
要
望
・
ご
意
見
な
ど
も
書
い
て
く
だ
さ

い
。

　
「
ま
ち
の
声
」で
、
出
来
る
だ
け
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
５
名
の
方
に
１
，

０
０
０
円
分
の
や
ま
な
み
商
品
券
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。
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「
第
４
回
議 

会
ク
イ
ズ
係
宛
」

《
締
め
切
り
》

　

２
月
８
日（
月
）　

消
印
有
効

《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
》

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
賞
品
発
送

お
よ
び
『
ま
ち
の
声
』
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
利
用

い
た
し
ま
せ
ん
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
全
体
に
不

景
気
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
政
権
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
う
ま
く

機
能
し
て
い
な
い
よ
う
で

す
。

　

今
後
こ
の
余
波
が
神
石
高

原
町
に
も
押
し
寄
せ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
住
民
の

皆
様
の
意
見
を
十
分
聞
き
、

効
率
の
い
い
、
ま
た
中
身
の

充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
も
議
会
並
び
に
議
会

だ
よ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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草刈り作業

元 気 な グループ紹介

上
組
第
一
土
曜
会

上組第一土曜会　会則
　第1にみんな何でも話せる会にしよう
　1に笑顔、2に笑顔で接しましょう
　土と汗にまみれて地域のために貢献しよう
　第１土曜日に全員参加しよう
　会員は会長をもり立ててみんなで実行しよう

また会員の親睦旅行等行っています。
　急激に押し寄せる少子高齢化による過疎化が著し
い昨今，少しでも集落を元気にするためアイデアを
出し合い，会員一同同じ思いで今後も活動を続けて
いきます。
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